































Fundamental Research on the Role and Problems Regarding 




第 1 号被保険者 1000 人あたりの居宅サービス、地域密着型サービス、施設サービスの受給者数、介
護給付・予防給付費が全国と比較して多い介護保険サービスの利用が活発な地域である。
表 1　長崎県の介護保険の利用状況




小値賀町）、壱岐（壱岐市）、対馬（対馬市）という 4 つの離島圏域、計 9 つの行政圏域から構成さ
れている。

































　表 2 は個別支援の充実に向けた①～⑩の取り組みについて「積極的に行っている」4 点、「やや積






















































































































































口 10 万人あたり病床数（病院）、㋒介護サービスの状況については、1 つは、高齢者 1 千人あたり介
護保険 3 施設の定員数、要支援者・要介護者 1 人あたり訪問介護利用回数、高齢者 1 千人あたり介




1 段目各項目下段の数値は長崎県を 1 とした時の割合を示す。







注）高齢化率、人口に占める後期高齢者の割合は平成 25 年 10 月現在。高齢者のいる世帯に占める高齢単身世帯の割合
は平成 22 年『国勢調査』。介護保険認定率は平成 25 年 9 月現在。人口 10 万人あたり病床数は平成 22 年長崎県『医療施





































































数 0.51 ～ 1.11、3 施設の定員数 0.84 ～ 1.44、訪問介護利用回数 0.38 ～ 1.71、地域密着型施設定員数




















を 16 市町が市町直営、6 市町が法人に委託して実施し（諫早市は直営と委託を併行）、委託先は医療
法人、社会福祉法人など多様である。法人に委託する効果を見定めながら圏域ごと地域ごとにどの
ようなシステムを形成するのか行政の果たす役割も大きい。
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